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3　asian people’s society HPより  http://www.jca.apc.org/apfs/zaitoku/zai_keii_j..html
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した。そして，私が経験したことを，本にするべきだと自分で感じました。 
 （pp. 223-224）
このように，「移動する子ども」が自分自身の体験や思いを書くということは，社会に対する
アピールになると同時に，書くという行為自体に，「移動する子ども」本人が自分自身を見つめ，
理解し，その理解を更新していくという意義があるのである。
5．おわりに
著者ナディが望むように，本書は，ナディのような多文化の背景をもつ子どもたちとその家
族，そして，そのような隣人をもつ多くの日本人に広く読んでもらえる書である。
そして，本書は，学術書ではないが，年少者日本語教育学の分野においても価値のある書で
ある。たとえば，「移動する子ども」自身の語りによって，我々はナディのような子どもたちを
深く理解することができる。また，書き手も，書くことによって新しい気づきが得られること
などが体験をもとに語られており，示唆に富んでいる。今後は，たとえば教育の現場でも，本
書そのものをリソースとして取り入れていくといった実践の可能性なども考えられるのではな
いだろうか。
「移動する子ども」自身による記録や，小説など，幅広い分野での著作は，これからも増えて
いくであろう。そして，それらの著作が，日本の「内なる国際化」をさらに豊かに進めていく
のではないかと期待している。
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